
いて づる

鶴は首を翼の中に突っ込んで眠り、雪の中では片足で立っています。静けさの

中で高貴な感じがします。しかし、もし足が折れたら、雪の中に倒れて立ち上が

れず、凍死するかも知れません。生きるとは、一歩に賭けているようなものです。

凍てつくような日々であっても、心に支えをもって、すっくと立っていたい。



おでんが好きです。おでんは熱々でなけ

ればなりません。

おでん

用という

わけでは

ありませ

んが、IH

の卓上ヒ

ーターを買いました。

イオンで約５千円ほどです。火力は思い

の外あります。おでん以外にも使えます。

便利！！

征阿

またやってしま

いました。阪急電

車で発車間際のか

け込み乗車をした

ら「女性専用車

両」でした。終日

それが存在するこ

とを忘れていまし

た。今回は防寒で顔が写真の通りでしたの

で、そのまま女性のふりをして次の駅まで

ドア近くで立って潜んでいることにしまし

た。キリストさまにお祈りするポーズで胸

を隠していれば大丈夫です。神が護ってく

ださいます。最近人から「変」だと言われ

ることが多くなりました。

俊徳丸

この年頭から書

き始めました。日

記は過去に何度も

挫折していますが、

これならイケるん

じゃない？と、自

分に淡い期待を抱

きつつ。

５年後、愚息も 10 歳に。その成長記も

兼ねて。

それでもダメだったらママ失格です

訶梨帝母

「モネの池」へ出掛けました。（拙寺から

車で約 35 分）もしこの季節に大阪・京都

或いは関東から友人が来て「行きたい！」

と言われた時にそなえて下見しておこうと。

やはり見頃は睡蓮の花が咲く５月下旬か

ら７月。「あじさい街道」も一緒にとなると

６月下旬です。頭にハートや V 字の模様を

のせた錦鯉は現在疎開中。

お土産には綺麗なパッケージの焼き菓子

があります。板取で唯一のケーキ喫茶

「niwa」もお

薦め。小さな

お店です。お

見逃し無く。

迷走坊

『友引町内会通信』はパソコンやタブレッ

トでもお読みいただけます。検索は

http://www.daigoji-temple.jp/ 「友引町内

会通信」をクリックしてください。寺務局
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こ
の
冬
は
寒
い
。
ぼ
ち
ぼ
ち
更
年
期
に
差
し
掛
か

る
身
に
堪
え
ま
す
。
と
い
う
事
で
心
身
と
も
に
温

ま
る
お
酒
の
話
。

「
電
気
ブ

ラ
ン
」
な
る

お
酒
を
ご
存

知
で
し
ょ
う

か
。
東
京
は

浅
草
、
雷
門
至
近
に
あ
る
創
業
百
二
十
年
「
神
谷

バ
ー
」
で
供
さ
れ
る
お
酒
。
ブ
ラ
ン
デ
ー
、
ジ
ン
、

ワ
イ
ン
、
薬
草
等
を
秘
伝
の
技
で
調
合
し
、
度
数

は

度
。
も
の
す
ご
く
パ
ン
チ
の
効
い
た
養
命
酒

と
で
も
申
し
ま
し
ょ
う
か
。
現
在
一
杯
２
７
０
円
。

「
神
谷
バ
ー
」
、
「
電
気
ブ
ラ
ン
」
は
文
学
の
世
界

に
も
数
々
登
場
し
ま
す
。

太
宰
治
は
『
人
間
失
格
』
の
中
で
、

「

」
と
し
、

萩
原
朔
太
郎
は
、

『

』
と
歌

っ
て
い
ま
す
。

私
も
東
下
り
の
つ
い
で
に
何
度
か
立
ち
寄
り
ま

し
た
。
真
っ
昼
間
か
ら
営
業
し
て
い
て
バ
ー
と
い

う
よ
り
は
大
衆
食
堂
。
創
業
明
治
十
三
年
と
い
う

老
舗
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
さ
せ
る
洒
落
た
雰
囲
気
は

全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
入
口
の
券
売
機
で
食
券
を
買

い
、
蛍
光
灯
に
照
ら
さ
れ
る
明
る
い
店
内
で
自
ら

空
席
を
探
し
、
喧
騒
の
中
、
電
気
ブ
ラ
ン
を
引
っ

掛
け
る
と
い
う
風
情
。
リ
タ
イ
ヤ
し
て
時
間
に
余

裕
の
あ
り
そ
う
な
高
年
者
、
割
烹
着
を

着
た
ま
ま
ち
ょ
っ
と
休
憩
と
い
う
感
じ

の
近
所
の
お
ば
さ
ん
。
地
元
の
喫
茶
店

に
あ
り
が
ち
な
客
層
。
下
町
で
長
年
続

く
気
負
い
の
な
い
酒
場
と
は
か
く
あ
る

べ
き
か
。

或
る
時
、
五
十
年
間
神
谷
バ
ー
に
通
っ
て
い
る

翁
と
相
席
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ム
ズ
カ
シ
イ
本
を

片
手
に
昼
間
っ
か
ら
電
気
ブ
ラ
ン
。
某
新
聞
社
を

定
年
ま
で
勤
め
、
退
職
後
は
毎
日
来
て
い
る
の
だ

と
か
。
矍

鑠

と
し
た
そ
の
様
子
に
「
や
は
り
電

か
く
し
や
く

気
ブ
ラ
ン
は
養
命
酒
だ
」
と
思
い
至
っ
た
次
第
。

話
も
面
白
く
、
ご
自
分
の
追
加
つ
い
で
に
一
杯
ご

馳
走
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
一
期
一
会
。
袖
す

 

り
合
う
も
他
生
の
縁
。

コ
ー
ヒ
ー
よ
り
安
い
電
気
ブ
ラ
ン
。
ち
ょ
い
と

立
ち
寄
り
一
杯
。
こ
ん
な
店
が
近
所
に
あ
れ
ば
と

羨
ま
し
く
思
う
の
で
す
が
、
問
題
は
そ
の
度
数
。

太
宰
の
仰
せ
の
通
り
、
酔
う
の
で
す
。
さ
ら
に
、

店
内
に
は
「
電
気
ブ
ラ
ン
の
チ
ェ
イ
サ
ー
は
生
ビ

ー
ル
！
」
と
い
う
恐
ろ
し
い
宣
伝
文
句
が
あ
ち
こ

ち
貼
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
翁
の
「
試
し
て
ご
ら

ん
。
悪
く
な
い
よ
。」
と
い
う
言
葉
が
呪
文
の
よ
う

に
聞
こ
え
、
い
ざ
。

当
然
で
す
が
、
薄
ま
ら
な
い
。

度
の
電
気
ブ

ラ
ン
に
生
ビ
ー
ル
。
何
を
根
拠
に
誰
が
こ
ん
な
事

を
！
（
ビ
ー
ル
会
社
で
す
よ
ね
ぇ
。）

そ
の
後
、
新
幹
線
に
乗
り
、
帰
巣
本
能
に
て
帰

宅
。
ほ
ぼ
記
憶
は
な
く
、
手
足
に
数
カ
所
の
赤
タ

ン
青
タ
ン
擦
り
傷
。
転
ん
だ
か
、
電
柱
に
ぶ
つ
か

っ
た
か
。
温
ま
る
ど
こ
ろ
か
背
筋
が
ゾ
ク
ッ
と
し

た
顛
末
。

お
持
ち
帰
り
用
も
あ
り
ま
す
。（
上
記
写
真
）

訶
梨
帝
母
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年暮る 
 毎年 12 月になると東山魁夷の画集を開きま

す。その中の「年暮る」(1968 年)という作品が

好きだからです。たぶん、定宿にしていたホテ

ルの窓から見た雪景色の京都の街の画です。そ

の画集に添えてある魁夷の文書がまた素敵過

ぎます。 

『年を送

り、年を迎

えるこの時

に、多くの

人 の 胸 に

浮かぶであろう、あの気持ち。去り行く年に対しての心

残りと、来る年に対してのささやかな期待。年々を重

ねていく凋落の想いと、いま、巡り来る新しい年にこも

る回生の希い。「行き交う年もまた旅人」の感慨を、京

の旅の上で私はしみじみ感じた。こうして、私の京の旅

は終わった。…』(『東山魁夷画文集 美の訪れ』より) 

  

 この画集に出会ってから毎年暮れもおしつ

まると無性に京都盆地の少しだけ重い冬の風

が恋しく街を歩きたくなります。平野を吹き抜

ける岐阜の「伊吹おろし」に比べて湿気を含ん

でいるように思います。今年も、本当は仕事を

しておかないと、かなりせっぱ詰まった状態に

なることはわかりつつ、つい出かけてしまいま

す。阪急電車の四条河原町駅を下車、階段を登

り地上に出ると、私の期待を裏切らない風が心

地よく迎えてくれます。裏寺通りを北へ。この

辺りは妻が生まれ育ったお寺があった場所。６

歳のころ大原へ移転したそう。妻は幼少をここ

でどんな年の瀬を過ごしたのか想像しながら

そのまま北へ。矢田寺さんを通り過ぎると、岐

阜人の私を信長公が迎えてくれる本能寺。と言

っても、明智光秀に討たれた時の本能寺は現在

と違う場所だそうです。このお寺、現在は商店

街とビルに囲まれた都会のお寺で観光的要素

は少ないので観光客はほとんどいません。境内

に入ると、近代的な宝物館と木造の本堂があり

ます。その相反する建物の間をうまく取り持っ

ているように楠の大

木があります。楠のお

かげで都会の中にあ

って清閑さは保たれ

ています。不思議な魅

力のお寺だと思いま

す。大木の下にはさり

げなくベンチが置か

れています。「ここでのんびり日向ぼっこをす

るといいよ。」と教えてくれたのは親しい人で

す。更に境内の７軒の塔頭寺院を通り過ぎると

不思議な路地が現れます。身を任せ吸い込まれ

て行くと出た先は人が多く歩く河原町通りで

す。「静」から「動」へ、この「いきなりさ」

を味わえるのも魅力です。 

 

 賑やかな通りに排出された私は、その近くの

古いビアホールにて「牡蛎フライ定食」で遅い

昼食をとることになります。隣のテーブルには

頬に年輪を刻まれたご夫婦が黒ビールを楽し

そうに飲んでいます。とてもお洒落なお二人で

す。私は窓際に座り、お二人と通りを行きかう

人をぼんやり眺め幸せを感じています。こうし

て、私の「空想」の京の旅が終わりました。 

俊徳丸 



『
隅
田
川
』
は
、
人
買
い
に
か
ど
わ
か
さ
れ
た

子
供
を
探
し
求
め
て
、
京
の
都
か
ら
は
る
ば
る
東

（
あ
ず
ま
）

の
国
に
た
ど
り
着
い
た
女
性
が
、

子
供
は
結
局
そ
の
地
で
死
ん
で
い
た
こ
と
を
聞
か

さ
れ
る
と
い
う
、
中
世
の
悲
し
い
話
で
す
。
作
者

は
、
世
阿
弥
の
長
男
元
雅
で
す
。

近
世
ま
で
の
日
本
に
お
い
て
は
子
が
親
の
前
か

ら
い
な
く
な
る
こ
と
は
そ
う
珍
し
い
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
『
隅
田
川
』
の
よ
う
に
、
そ

の
子
が
不
遇
の
う
ち
に
死
ん
で
い
っ
た
と
い
う
こ

と
も
、
よ
く
あ
る
話
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

元
雅
は
、
あ
え
て
、
こ
の
「
よ
く
あ
る
話
」
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。
能
で
は
珍
し
く
、
親
子
の
再
会

が
か
な
わ
な
い
結
末
に
な
っ
て
い
ま
す
。

母
親
は
、
隅
田
川
を
渡
る
と
き
、
渡
し
守
の
船

頭
が
「
一
年
前
、
子
供
が
人
買
い
に
連
れ
て
こ
ら

れ
た
が
、
身
体
は
弱
っ
て
お
り
、
そ
の
場
に
捨
て

置
か
れ
て
死
ん
だ
。
死
に
際
に
、
母
の
こ
と
を
恋

し
が
り
、
念
佛
を
四
五
遍
唱
え
て
事
切
れ
た
」
と

語
る
の
を
聞
き
ま
す
。

母
親
は
、
も
し
や
と
の
思
い
か
ら
、
も
う
い
ち

ど
船
頭
に
子
供
の
話
を
求
め
、
や
は
り
死
ん
だ
の

は
我
が
子
に
ち
が
い
な
い
こ
と
を
知
り
ま
す
。
母

親
が
、
土
地
の
も
の
た
ち
に
混
じ
っ
て
、
こ
の
子

の
塚
の
前
で
供
養
の
念
佛
を
唱
え
て
い
る
と
き
、

中
か
ら
子
供
が
唱
え
る
念
佛
の
声
が
聞
こ
え
て
き

ま
す
。
子
供
は
姿
を
見
せ
ま
す
が
、
抱
こ
う
と
す

る
と
消
え
て
い
な
く
な
り
、
残
る
の
は

草
の
生
い
し
げ
る
塚
の
み
、
母
親
は
悲

嘆
の
底
に
沈
む
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
こ

の
能
は
終
わ
り
ま
す
。
な
ん
だ
か
救
い

よ
う
の
な
い
話
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
で
し
ょ
う
か
。

母
親
の
こ
の
や
り
場
の
な
い
悲
し
み

は
、
小
さ
な
子
を
な
く
し
た
親
が
等
し

く
味
わ
う
共
通
の
心
と
い
っ
て
よ
い
で

し
ょ
う
。
こ
の
能
の
大
き
な
特
徴
は
、

そ
の
悲
し
み
を
、
私
た
ち
そ
の
経
験
が

な
い
も
の
も
ふ
く
め
て
、
観
る
者
す
べ
て
に
、
同

じ
レ
ベ
ル
で
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
り

ま
す
。
観
客
は
、
一
人
で
死
ん
で
い
っ
た
子
供
を

憐
れ
に
思
い
、
母
親
と
一
緒
に
涙
を
流
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
強
い
感
情
移
入
を
経
験
し
ま
す
。
観
客

は
た
だ
そ
の
場
に
放
っ
て
お
か
れ
る
の
で
は
な
く
、

静
か
に
舞
台
を
去
っ
て
行
く
母
親
の
心
を
た
ど
り

な
が
ら
、
舞
台
か
ら
解
放
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

能
の
終
わ
り
近
く
、
「
南
無
阿
弥
陀
佛
」
の
連

称
が
、
観
る
人
の
魂
に
訴
え
か
け
る
か
の
よ
う
に
、

力
強
く
繰
り
返
さ
れ
ま
す
。
「
こ
の
子
が
極
楽
で

阿
弥
陀
佛
に
護
ら
れ
ま
す

よ
う
に
」
と
の
思
い
を
込

め
た
大
念
佛
で
す
。
法
然

や
親
鸞
、
一
遍
が
、
阿
弥

陀
佛
に
よ
る
心
の
救
済
を

粘
り
強
く
説
い
た
鎌
倉
時

代
以
後
、
近
世
に
至
る
ま

で
、
佛
に
よ
る
救
済
の
観

念
は
人
々
の
心
に
深
く
染

み
こ
ん
で
い
た
に
ち
が
い

な
い
、
と
私
は
考
え
て
い

ま
す
。
中
世
の
日
本
に
生
き
た
作
者
元
雅
は
、
登

場
人
物
す
べ
て
に
念
佛
を
唱
え
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
母
親
の
心
に
寄
り
添
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

（
散
歩
道
）
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「ご趣味はなんですか？」と聞かれると、

いつも答えに窮していました。「仕事です」と

言えば、格好いいかも知れませんが、人生の

楽しみ方を知らない朴念仁みたいでしょう。
ぼくねんじん

そんな私を哀れんだのか、昨年２人の方が

声を掛けてくださいました。

２月に、檀家さんのお一人

から室内楽のコンサートを教

えていただきました。時々ク

ラシックのコンサートには出

掛けていましたが、ホールが遠いのと、チケ

ットが高いのが難点です。

ところが、申し込んで抽選に当たると、無

料で招待してくださる会社があるのです。そ

れも世界で活躍する一流の演奏家の室内楽に。

最初は「嘘でしょ」と思い、次には「なんと

太っ腹！」と。しかも、その会社は拙寺の梵

鐘を鋳造してくださった会社の子会社です。

生演奏の素晴らしさは、その臨場感の中に

身を置いた人にしか判りません。

お寺の本堂はお経の声がよく響くように造

られています。ですからコンサートホールと

しても最適なのです。いつか拙寺でもやりた

いですなぁ、「戒名のない音楽会」。

お盆過ぎにお誘いいただいたのは陶芸同好

会です。美濃焼の本場多治見から先生を招い

て本格的に学ぼうというもの。

頂いた「会の目的」には、人生を楽しむこ

とを最大の目的とし、食事・掃除等も皆で分

担し、以下のことを心掛けるものとします。

一期一会の精神で、集う・習う・語る・学

ぶ・礼儀、とあります。

一期一会は心得ていますが、私の「礼儀」

は貴乃花親方並みかも知れません。

美濃焼の志野、黄瀬戸、とりわけ織部の造

形の奔放さと、吸い込まれるような緑色。今

までは美術館で鑑賞するものと思っていたの

です。それが自分で作れるとは！

最初に作るものはカミさんにプレゼントす

ると決めていました。大きめのぐい飲みは大

阪の関東炊き屋（おでん屋）「たこ梅」にヒン

トを得たもの。「酒！」と注文すると、７勺ぐ

らい入りそうな錫の器に、やはり錫のたんぽ

で燗を付けた「黒松白鹿」を注いでくれます。

手びねりで作った丸い器は完全にビギナー

ズラックです。最初

は自分用の飯茶碗を

作るつもりだったの

が、手に取った粘土

が大きすぎて丼鉢になりそうだったのです。

そこでお惣菜を盛るのによさそうな器へ変更。

緑の釉薬をかける時も、先生が少し席を外

された間に自分で勝手にかけてみたのです。

お正月過ぎに窯が開かれ、初めて自分が作

った焼き物を見て「わぉ、本当かなぁ！」。

１年に２つも楽しみを教えていただいて、

これからは「ご趣味は？」と聞いて欲しい。

迷走坊
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『
私
説
法
然
伝
』(

３
７)

王
家
と
平
家
の
時
代
②

先
月
号
で
は
保
元
元
年
の
後
白
河
天
皇
の
新
政

の
開
始
と
信
西
入
道
に
つ
い
て
書
き
ま
し
た
。
今

月
は
そ
の
同
時
代
の
動
き
に
つ
い
て
書
き
ま
す
。

【
保
元
の
乱
に
お
い
て
、
後
白
河
天
皇
が
勝
利
者

と
な
れ
た
の
も
信
西
入
道
の
力
に
よ
る
と
こ
ろ
は

大
き
い
。
後
白
河
天
皇
の
乳
母
は
信
西
入
道
の
二

番
目
の
妻
で
あ
る
。
鳥
羽
法
皇
崩
御
の
後
は
そ
の

葬
儀
を
取
り
仕
切
り
、
保
元
の
乱
に
至
る
藤
原
頼

長
卿
ら
が
荘
園
か
ら
兵
を
集
め
る
こ
と
を
禁
止
し

た
後
白
河
天
皇
の
綸
旨(

天
皇
の
命
に
よ
り
発
行
さ

り
ん

じ

れ
る
命
令
書)

等
の
一
連
の
措
置
を
取
り
仕
切
っ
た

の
も
信
西
入
道
と
言
わ
れ
て
い
る
。
保
元
の
乱
に

よ
り
反
対
派
を
一
掃
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
後
白

河
天
皇
・
信
西
入
道
で
あ
る
が
、
後
の
天
台
座
主

で
あ
り
関
白
藤
原
忠
通
卿
の
息
子
で
あ
る
慈
円
は

『
愚
管

抄

』
に
お
い
て
「
日
本
国
ノ
乱

逆

ト

ぐ

か
ん
し
よ
う

ら
ん
ぎ
や
く

云
ウ
コ
ト
ハ
起
リ
テ
後
、
武
者
ノ
世
ニ
ナ
リ
ニ
ケ

ル
ナ
リ
」
と
書
き
記
し
た
よ
う
に
、
こ
の
保
元
の

乱
を
契
機
と
し
て
武
者
、
つ
ま
り
軍
事
力
に
よ
っ

て
政
治
的
な
決
着
を
つ
け
る
時
代
へ
と
転
換
し
た
。

そ
し
て
こ
れ
が
後
の
信
西
入
道
の
命
運
を
決
め
る

こ
と
に
繋
が
る
。

信
西
入
道
は
藤
原
頼
長
卿
と
同
じ
く
、
実
権
を

握
る
と
政
治
的
改
革
を
始
め
た
。
先
に
記
し
た
保

元
元
年
令
を
打
ち
出
し
、
次
々
と
改
革
の
政
策
を

実
行
し
て
い
く
。
具
体
的
に
は
荘
園
の
整
理
で
あ

る
。
記
録

荘

園
券
契
所
を
新
た
に
設
置
し
、
強

き

ろ
く
し
よ
う
え
ん
け
ん
け
い
し
よ

権
的
に
各
地
の
荘
園
の
整
理
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ

に
よ
り
荘
園
の
支
配
体
系
が
天
皇
＝
王
家
を
頂
点

と
し
た
統
治
下
に
あ
る
も
の
と
さ
れ
た
。
荘
園
の

整
理
と
並
ん
で
各
寺
社
の
統
制
も
な
さ
れ
た
。
神
人
じ

に
ん

と
呼
ば
れ
る
神
社
に
属
す
る
神
事
や
社
務
の
補

助
・
雑
務
に
当
た
っ
た
人
々
は
こ
の
時
代
で
は
、

神
社
の
権
威
を
背
景
に
様
々
な
利
権
を
獲
得
し
て

お
り
、
警
護
な
ど
も
担
っ
た
事
か
ら
武
装
も
し
て

お
り
、
一
大
勢
力
と
な
っ
て
い
た
。
寺
院
に
お
い

て
は
悪
僧
・
僧
兵
の
勢
力
が
神
人
と
同
じ
く
拡
大

し
て
お
り
、
強
訴
を
繰
り
返
し
、
金
融
活
動
を
繰

ご
う

そ

り
広
げ
て
い
た
。
寺
社
仏
閣
勢
力
の
統
制
は
か
つ

て
絶
大
な
権
勢
を
誇
っ
た
白
河
法
皇
で
す
ら
な
し

得
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
「
天
下
三
不
如
意
」

て
ん

か

さ
ん

ふ

に
よ

い

と
呼
ば
れ
る
①
鴨
川
の
水
②
双
六
の
賽
③
山
法
師

さ
い

だ
け
は
白
河
法
皇
の
権
勢
を
持
っ
て
し
て
も
何
と

も
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
鴨
川
の
水
と
は

氾
濫
を
繰
り
返
し
て
い
た
鴨
川
の
流
れ
、
双
六
の

賽
と
は
サ
イ
コ
ロ
の
目
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ら

は
自
然
現
象
や
運
の
事
で
あ
る
。
山
法
師
と
は
寺

社
佛
閣
の
勢
力
の
こ
と
で
あ
る
。
後
白
河
天
皇
と

信
西
入
道
は
保
元
元
年
の
新
政
に
よ
っ
て
寺
社
佛

閣
の
勢
力
の
統
制
に
乗
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
下

賀
茂
神
社
・
上
賀
茂
神
社
な
ど
八
社
の
神
人
の
定

員
を
定
め
名
簿
の
提
出
を
義
務
化
し
た
。
そ
し
て

比
叡
山
延
暦
寺
や
園
城
寺
の
悪
僧
等
の
活
動
を
抑

制
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
天
皇
の
名
に
お
い
て
寺
社

佛
閣
の
勢
力
は
統
制
さ
れ
神
佛
に
準
ず
る
存
在
と

位
置
づ
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
後
白
河
・
信
西
政
権

は
翌
年
に
三
十
五
ヵ
条
の
新
制
で
官
人
・
職
能
集

団
の
あ
り
方
を
定
め
、
検
非
違
使
庁
の
再
編
と
治

け

び

い

し

安
対
策
の
強
化
を
行
っ
た
。
そ
し
て
内
裏
の
再
建

だ
い

り

を
行
っ
た
。
天
皇
＝
王
家
を
頂
点
と
し
た
国
家
の

再
編
と
新
た
な
構
築
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
一
見

す
る
と
こ
れ
ら
の
改
革
は
順
調
の
よ
う
に
思
え
た

が
、
全
て
が
後
白
河
・
信
西
の
思
い
通
に
は
な
ら

な
か
っ
た
。】

以
下
次
号
に
続
く
（
征
阿)
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観
経
物
語(

１
１
４)

正
宗
分
（
し
ょ
う
じ
ゅ
う
ぶ
ん
）
そ
の
68

散
善
（
さ
ん
ぜ
ん
）
中
品
上
生
そ
の
２

《
本
文
そ
の
二
》

行
者
は
見
巳
わ
り
て
、
心
大
い
に
歓
喜
す
。
自

お

ら
己
れ
の
身
を
見
る
に
、
蓮
華
の

台

に
坐
せ
り
。

う
て
な

長

跪
合
掌
し
、
佛
の
為
に
礼
を
作
す
に
、
未
だ

ち
よ
う

き

な

頭
を
挙
げ
ざ
る

頃

、
即
ち
極
楽
世
界
に
往
生
す

あ

あ
い
だ

る
を
得
ん
に
蓮
華
は
尋
い
て
開
く
。
華
敷
く
の
時

つ

ひ
ら

に
当
た
り
て
、
衆
く
の
音

声

の
、
四
諦
を
讃
嘆

お
お

お
ん
じ
よ
う

し

た
い

す
る
を
聞
く
。
時
に
応
じ
て
即
ち
阿
羅
漢
の
道
を

あ

ら

か
ん

得
、
三

名

六
通
あ
り
て
、
解
脱
を

具

う
。
是

う

さ
ん
み
よ
う
ろ
く
つ
う

と
も
な

れ
を
中
品
上
生
の
者
と
な
づ
く
。

《
意
味
・
訳
文
》

(

修)

行
者
は
こ
の
様
子
を
見
終
わ
っ
て
、
そ
の

心
は
大
き
な
歓
喜
に
満
た
さ
れ
る
。(

そ
し
て)

ふ

と
、
我
が
身
を
ふ
り
か
え
っ
て
見
る
と
、
い
つ
し

か
蓮
華
の
台
座
の
上
に
座
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

長
跪
＝
座
し
て
か
ら
尻
を

踵

か
ら
上
げ
腰
を
伸

か
か
と

ば
し
ひ
れ
伏
し
た
姿
勢
で

掌

を
合
わ
し
、
合

て
の
ひ
ら

掌
し
て
佛
に
向
か
っ
て
礼
拝
す
る
と
、
ま
だ
、
そ

の
下
げ
た
頭
を
あ
げ
な
い
う
ち
に
、
た
だ
ち
に
極

楽
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
も
な
く

蓮
華
の
花
も
開
く
。
そ
の
蓮
華
が
開
い
た
と
き
、

多
く
の
声
が
、
苦(

こ
の
世
界
は
苦
し
み
に
満
ち

て
い
る
と
い
う
不
変
の
実
相
＝
苦
諦)

、
集(

苦
が

く

た
い

起
こ
る
原
因
で
あ
る
煩
悩
＝
集
諦)

、
滅(

苦
と

じ
つ
た
い

集
を
止
滅
さ
せ
た
悟
り
の
境
地
＝
滅

諦)

、
道

め
つ
た
い

(

悟
り
の
境
地
に
達
す
る
た
め
の
修
行
＝
道
諦)

ど
う
た
い

の
四
諦
と
い
う
四
つ
の
真
理
を
讃
美
す
る
の
が
聞

し

た
い

こ
え
て
く
る
。(

そ
の
声
を
聞
い
た)

行
者
は
、
た

ち
ま
ち
の
う
ち
に
、
阿
羅
漢
と
い
う
尊
敬
さ
れ
供

養
す
る
に
値
す
る
聖
者
と
し
て
の
悟
り
を
得
て
、

(
そ
し
て)

過
去
・
未
来
・
現
在
の
三
世
を
明
ら
か

に
見
通
す
力(

＝

宿

命

明

・
天
眼

明

・
漏

し
ゆ
く
み
よ
う
み
よ
う

て
ん
げ
ん
み
よ
う

ろ

尽

明

)

即
ち
三
明
と
、
六
つ
の
神
通
力
す
な
わ

じ
ん
み
よ
う

じ
ん
つ
う
り
き

ち
三
明
に
天
耳
通(
＝
耳
で
は
聞
こ
え
な
い
音
を

て
ん

じ

つ
う

聞
く)

・
他
心
通(
＝
他
人
の
心
を
自
在
に
見
通

た

し
ん
つ
う

す)

・
神
足
通(

＝
自
在
に
境
界
を
出
現
さ
せ
て

じ
ん
そ
く
つ
う

飛
行
す
る
力)

の
三
通
を
合
わ
せ
た
六
通
と
い
う

六
つ
の
神
通
力
を
身
に
つ
け
た
上
に
、
八
つ
の
解

脱
の
道
と
八
種
の
精
神
統
一
の
方
法
を
用
い
て
貪ど
ん

着

の
欲
望
を
除
く
と
い
う
解
脱
の
道
筋
手
順
を

ち
や
く

身
に
具
え
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
を
中
品
上
生
の

者
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
。

《
私
訳
》

先
号
の
続
き
で
、
戒
律
を
守
り
、
精
神
を
統
一

し
て
心
を
清
浄
に
す
る
修
行
者
が
目
指
す
境
地
が

こ
こ
で
も
極
楽
に
往
生
し
て
か
ら
得
ら
れ
る
と
、

説
い
て
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
釈
尊
の
在
世

で
も
今
で
も
、
こ
の
世
に
お
い
て
修
行
に
励
む
人

達
、
聖
者
と
呼
ば
れ
る
人
達
の
、
悟
り
と
か
解
脱

は
有
り
得
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
お
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
想
い
ま
す
。

《
妙
星
斎
》
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